
担当者： （ 医師 ）

本研究の目的

網膜中心動脈閉塞症の確かな効果がある治療法は確立されていません。
現在主流である治療は眼に対する侵襲の比較的大きな治療が含まれます。
プロスタグランジンE1製剤静脈注射による治療の報告は少ないですが、過去の論文では重症の
有害事象の報告は無く有効とされています。
同治療が安全で有効であることを確認することが、本研究の目的です。

調査データの該当期間
研究実施期間：承認日から令和5年12月31日
調査データの該当期間：平成20年1月1日から令和3年4月30日

研究の方法（対象となる方）

網膜中心動脈閉塞症に対してプロスタグランジンE1製剤静脈注射を行った患者さんです。年齢
や性別は問いません。

備考

研究の方法（使用する情報）

初診時、治療後の視力、写真などの検査結果を評価します。
視力や検査所見の時間の経過に伴う変化を評価します。

試料／情報の他機関への提供 該当なし

個人情報の取り扱い
使用する情報から氏名や住所等の対象者を直接特定できる個人情報は削除いたします。 また、
研究成果は学会等で発表を予定していますが、その際も対象者を特定できる個人情報は使用い
たしません。

本研究の資金源（利益相反） 本研究に関連し、開示すべき利益相反はありません。

相談・問い合わせ・苦情
電話：0766-52-6979（内線2230） 						
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真生会富山病院を受診された患者の皆さま

研究課題名 網膜中心動脈閉塞症に対するプロスタグランジンE1製剤治療の成績

当院の研究責任者（所属）

他の研究機関および
各施設の研究責任者

該当なし

鈴木　貴文

　当院は下記の研究を実施しています。この研究の対象者に該当する可能性のある方で、診療情報等を

研究目的に利用または提供することを希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。

（ ）真生会富山病院アイセンター


